
                                 

令和８年度 日仏文化学院 パリ日本人学校グランドデザイン 

   

「あ・な・た」を大切にする 「心のふるさと“パリ日”」 
  

 

 

 

  めざす児童生徒像 めざす学校像 

  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

違いをエネルギーに…アイディアを寄せ合い 話し合い 協働で取り組む 

２０２６も“One Teamパリ日”！ 

《使  命》 

法遵守（日本・フランス） 

現行の学習指導要領 

文部科学省の施策 等 

 

《使  命》 

保護者・地域、大使館、 

学校校運営理事会の願い 

日仏の文化・教育交流 

 

・明るいあいさつや返事、 

 明るく進んで学ぶ子 知 

・仲間を思いやり、多様な人と 

も仲良くできる子    徳 

・たくましい体作りと、自分の 

体や心を大切にする子 体 

◎文化大国フランスにあるこ

とを活かした学校作り 

・フランスから学ぶ教育  

・語学教育ICT教育の充実 

・国際交流国際親善の促進 

・進路キャリア教育の充実 

・特別支援教育の充実 等 

       本 校 の 特 色 

フランスで唯一の文部科学省認定による日本人学校 

日仏の文化交流・教育交流の重視 

【研究主題】 

世界で活躍するグローバル人材の育成「はばたけパリ日っ子」 

〜 フランスから広がる未来 〜（環境教育、国際・キャリア教育、情報教育） 

支援と協力 

★文部科学省 国際教育課 

★海外子女教育振興財団 

★外務省  

 

フランス社会や関係諸機関等との連携 

★在仏日本大使館 ★学校理事会 

★在仏日本人会★在仏日本商工会議所 

★モンティニー市   

★親師会・バス委員会・図書ボランティア 

★交流実施の現地校 

これからのパリ日のための新しい教育課程の定着！ 

《目指す教職員の姿》 

 
（１）児童生徒や保護者を大切にし、誰

からも信頼される教職員 

（２）児童生徒とともに考え、ともに成

長する教職員 

（３）「厳にして慈」子どもの心を動かす

ことのできる教職員 

（４）「わ・た・し」を大切にする授業を目

指す教職員（わかる授業 たのしい

授業 

しりたい・しらべたいと思う授業） 

※「わけをそえて話すこと」の徹底 

※相手意識・目的意識を明確にした発

表力の向上 

 

《経営の重点》 
 

◎教育指導と経営管理は両輪 

・教員は学校経営を理解、事務職

員は教育活動を理解。 

・「無理」「無駄」なく環境問題へも

配慮した対価効率のある教育活

動。 

・長期的視野に立つ財政運営の安

定化と厳正な会計監査。 

《教員》 

・多様なニーズの把握と研修によ

る資質向上、服務の厳正化。 

《事務職員》 

・ニーズの把握と財政運営の効率  

 化 

《信頼される学校づくり》 
 

（１）実践的研究と研修の充実による指 

導力向上 

（２）開かれた学校づくりの推進 

（情報発信や各種の連携促進） 

（３）生命財産を守る危機管理の徹底 

（マニュアル整備、訓練実施） 

（４）施設・設備の充実と活用 

（計画的な整備拡充） 

（５）児童生徒数の確保 

（「選ばれる学校」の実現） 

（６）効率的な校務運営と財政運営の効 

率化と安定化  

校訓 : 明るく 仲よく たくましく 

あなた＝あかるく・なかよく・たくましく 

教育目標：グローバル人材の育成を目指した教育の実現 

 


